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２
０
２
２
年
を
振
り
返
っ
て

　
昨
年
は
、
２
０
２
１
年
に
引
き
続
き
、

市
民
の
生
命
や
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
を

第
一
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
や
物
価
高
騰
な
ど
の
対
策
に
最
優
先

で
取
り
組
ん
だ
１
年
で
し
た
。

　
原
油
価
格
や
物
価
が
高
騰
し
、
市
民

生
活
や
企
業
経
営
な
ど
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
こ
と
か
ら
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
「
宮
の
ト
ク
×
ト
ク
チ
ケ
ッ

ト
」
の
販
売
や
水
道
料
金
の
基
本
料
金

２
カ
月
分
の
免
除
、
中
小
企
業
や
医
療

機
関
な
ど
へ
の
支
援
金
制
度
の
創
設
な

ど
、
予
算
総
額
約
70
億
円
規
模
の
対
策

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
感
染
症
対
策
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
大
型
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。
「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
・

と
ち
ぎ
大
会
」
は
、
市
民
の
皆
様
の
お

も
て
な
し
に
よ
り
、
来
場
者
に
本
市
の

魅
力
を
十
分
に
満
喫
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
盛
況
の
う
ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協

力
の
も
と
、
「
Ｆフ

ィ

バ

Ｉ
Ｂ
Ａ
３ス

リ
ー
エ
ッ
ク
ス
ス
リ
ー

ｘ
３

ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
う
つ
の
み
や
オ
ー
プ

ナ
ー
」
や
「
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
サ
イ
ク

ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」
な
ど
を
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
宇
都
宮
駅
東
口
交
流
拠
点

施
設
「
ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮
」
の

オ
ー
プ
ン
や
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
試
運
転
を
開
始

す
る
な
ど
、
施
設
な
ど
を
「
つ
く
る
」

か
ら
「
つ
か
う
」
ス
テ
ー
ジ
に
大
き
く

前
進
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成

長
で
き
る
よ
う
「
児
童
相
談
所
」
設
置

検
討
の
表
明
、
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る

国
の
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
に
選
定
さ

れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
推
進

し
た
こ
と
で
、
本
市
の
名
前
が
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
の
決
意

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
、
万
全
の
体
制
を
整

え
る
と
と
も
に
、
物
価
高
騰
に
対
し
て

も
、
市
民
や
事
業
者
へ
の
影
響
を
把
握

し
、
実
効
性
の
高
い
対
策
を
講
じ
、
皆

様
の
暮
ら
し
を
守
り
抜
い
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
本
年
は
、
本
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
羅
針
盤
で
あ
る
「
第
６
次
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
す
。
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
・
協
力
し
、
今

を
生
き
る
市
民
と
次
世
代
の
子
ど
も
た

ち
が
豊
か
で
便
利
に
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
、
夢
や
希
望
が
か
な
う
ま

ち
「
ス
ー
パ
ー
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
う
つ

の
み
や
」
を
、
全
力
で
創
り
上
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

　本年が皆様にとって、明るく幸多き一年と　本年が皆様にとって、明るく幸多き一年と
なりますよう、心からお祈り申し上げます。なりますよう、心からお祈り申し上げます。
　市政運営においては、施策・事業に着実に　市政運営においては、施策・事業に着実に
取り組み、本市がさらに発展していけるよう、取り組み、本市がさらに発展していけるよう、
市民の皆様と一緒に汗をかき、全力で取り組市民の皆様と一緒に汗をかき、全力で取り組
んでまいります。んでまいります。

スーパースマートシティに向けて

今を、そして未来を生きる市民が
豊かで幸せに生活できるまちへ

スーパースマートシティに向けて

今を、そして未来を生きる市民が
豊かで便利に生活できるまちへ



スーパースマートシティに向けた取り組み

「3つの社会」の構築

2

5

　本市では、NCC（ネットワーク型コンパクトシティ）を土台に、「地域経済循　本市では、NCC（ネットワーク型コンパクトシティ）を土台に、「地域経済循
環社会」「地域共生社会」「脱炭素社会」の３つの社会が、「人」づくりの取り組環社会」「地域共生社会」「脱炭素社会」の３つの社会が、「人」づくりの取り組
みや「デジタル」技術の活用によって発展する、100年先も誰もが豊かで便みや「デジタル」技術の活用によって発展する、100年先も誰もが豊かで便
利に安心して暮らせるまち「スーパースマートシティ」を目指しています。利に安心して暮らせるまち「スーパースマートシティ」を目指しています。
　今回は、「スーパースマートシティ」の実現に向けて、2023年に取り組む事　今回は、「スーパースマートシティ」の実現に向けて、2023年に取り組む事
業の一部をご紹介します。業の一部をご紹介します。

※1　子どもがひきこもりなどで、収入がなく、80歳代の親が 50歳代の子どもを経済的に支える必要がある状態のこと。
※ 2　企業などの会議（M

ミー テ ィ ン グ
eeting）、企業などの行う報奨・研修旅行（I

インセンティブ
ncentiveT

ト ラ ベ ル
ravel）、国際機関・団体、学会などが行う大会・学会・国際会議

（C
コ ン ベ ン シ ョ ン
onvention）、展示会・見本市、イベント（E

エ キ シ ビ シ ョ ン
xhibition/E

イ ベ ン ト
vent）の頭文字を使った造語で、多くの集客・交流が見込まれるビジネスイベントの総称。

2023年の目玉事業 ＨＥＬＬＯ，
ＮＥＷ
ＣＩＴＹ．
新しいまちの暮らし
スーパースマートシティ
うつのみや始動

■「地域共生社会」の構築
　誰もが生きがいを持ち、絆を深めなが
ら、共に支え合う地域共生社会の構築に
向け、次のようなことに取り組みます。
　▼宮っこの安全・安心な養育環境を確
保する「児童相談所」の設置に向け
た検討。

　▼世代や分野を超えた、市民の困り事
を丸ごと受け止める相談窓口の設置。

　▼8050問題(※1)やひきこもりなどの複
合的な問題に対する支援の強化。

■「地域経済循環社会」の構築
　誰もが自分の力を最大限に発揮し、さ
まざまな人・モノ・情報が交流する地域
経済循環社会の構築に向け、次のような
ことに取り組みます。
　▼M

マ イ ス

ICE（※2）誘致の強化による圏域全体
の活性化。

　▼記念すべき第30回「ジャパンカップサ
イクルロー
ドレース」
の開催。

■「脱炭素社会」の構築
　温室効果ガスの排出を実質ゼロにする
「カーボンニュートラル」を実現し、100年
先も輝き続けられる脱炭素社会の構築に
向け、次のようなことに取り組みます。
　▼行政における脱炭素

化を率先して実行。
　▼家庭などでの環境

に配慮した行動の
実践を支援。
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NCC（ネットワーク型コンパクトシティ）の形成

「人」づくりと少子化対策

新型コロナウイルス感染症対策と原油価格・物価高騰対策

デジタルの活用

■拠点化の推進
　▼ウォーカブルな（居心地が良く、歩き
たくなる）まちなかに向けた、都市空
間づくり。

　▼地域拠点における
スーパーマーケット
や診療所などの生活
利便施設の立地促進。

　コンパクトなまちが公共交通でつながり、みんなが便利で快適に暮らせるまちの
基盤「NCC」の形成に向け、次のようなことに取り組みます。

■新型コロナワクチン接種などの
　感染予防対策の推進
　▼県や医師会などと連携し、医療体制
やワクチン接
種の機会確保
などの万全の
体制を整備。

　妊娠、出産、子育て、教育までの切
れ目ない支援のさらなる充実のため、
次のようなことに取り組みます。
▼年間を通した「待機児童ゼロ」の達成。
▼全国トップクラスの子育て・教育環
境などをはじめ
とした本市の魅
力を、東京圏で
大々的に発信。

■ネットワーク化の推進
　▼全国から注目を集めるLRTの8月
開業とバス路線の再編。

　▼LRT・バス・
地域内交通
の乗継割引
の実施。

■原油価格・物価高騰対策
　▼水道料金の基本料金（2・3月請求分）
を免除。詳
細は、決まり
次第、市
などでお知
らせします。

　暮らしを豊かで便利にするデジタル
の活用に向け、次のようなことに取り
組みます。
▼官民連携で最先端技術の実装を目指
す「Uスマート推進協議会」の取り
組みの加速化。
▼市役所窓口のデジ
タル化に向けた取
り組みの推進。


